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5･乳房炎の手当 乳房炎が発症したら先ずBTB試

験紙で乳の pHを検査する (これは早期診断の方法とし

て推奨されるから常時準蹄しておいて週一度位全ての牛

に応用してあ くとよい)O次vlで早急に獣医師の診察を

受けることで素人療法:ま厳に慎むべきである｡治療方針

は唯づ原因の細菌を乳汁から検出すること､細菌の種類

によってそれを減殺する薬品が決定されるが､琉球家畜

衛生訊敦場に依頼すればやってくれる｡薬品の決定がな

されると方針は確立され､それによって治ま否は早く､大

きな損晋を被ることなく乳は早期に正常に遣り､父他-

伝染することは防止される｡ 或る種の非晶はサルファ

剤､ペニシ1)ン､ストマイ､オーレオマイシン等V,くつ

かの薬品を組合わせて造られておるO 単一の薬品で乳

房炎細菌を減殺することは今のところ不J]J能とされてい

るOタルゴット軟膏､オー-レオマイシン乳房炎軟膏は現

在広く用V,られてV,るが評判がよVIoしかし少数の細菌

はこれ等の総ての薬品に抵抗する (所調耐性菌)ので治

癒に極めて良い日時と経費を要する｡

6分柔免直後の乳房炎 分べん軽後1-2円間組 症に隈

木 .

3.取木法

木本類やツル性の植物の繁殖に用いられる方法で､母

木から切り離される前までに 発根させ､ 既に完全な-

イ間の植物体としての形態を具えるように処却する方法で

ある｡

古来､ 最も広く採用されてきた方法,'ま 伏せ取り方法

で､ 地面に近く横に伸びてV,る枝を圧し曲げて地面に

･伏せその上に土をお く方法である.発根を認めたら枝を

-切り離 して独立の個体として養成する｡短い枝からは

1人しかとれないが､ 長い枝やツル性の植物は節々から

る場合が薩めて多V,｡特に乳牛に経験が技V,とその心配

があるO卦べん直後の搾乳について注意されねばならな

い点は乳房のむくみ (所調しこり)を早くとりのけるE,

とで､それには蒸しタオルでよく乳房をマッサージして

乳を搾り切るよう努める｡勿論完全に搾り切るには日数

を要するし､あのぼう大な乳房をもみほぐすのにはなか

なか辛抱がいるo このように搾乳が完全に行かなV,とこ

ろに細菌の繁殖､増数があり乳房炎を起す結Bi-となる,

零は早くその ｢しこり｣を解くことですが､能力の高い

牛梅に初産牛.I,iLなかなか簡単に行かなvlo私共:ま｢しこ

り｣を早くとる方法としてイククモ一一ルを適当の水で潜

めておいて蒸しタオルでマツサ-ジして血液の循環をよ

くした乳房に擦り込んでいるか好好漢 馴 父めている｡し

かしこれは4-5日も続くと所,.rJ雅史けで其JJ'主に鼎を招つ

から2-3日の程度に止める｡もし柴生けがあったL',ホ-

サン欣fJl.′耳で保護するo 文分べん切目切乳を搾り11)つ

てから各3L頑にタオルゴット秋野を注入してV,るが､乳

房 卯月に人きな効果を収めている｡

(宮 坂に 正 天)
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新らしい 114-:がLuて､それらが充契した時､ 常 を々分超

して養成することができる｡伏せ坂り法では伏せられた

枝の土中に入る部分でしかも幹に近い珊分に輪状に皮を

むくか､枝の土中で下になる部分に枝の直行のil'･分化､

元のjfから先端に向って3cmの長さに切り込むと発根を

促進することができる｡ このソノ法でクチナシ､ツ/レバラ

などが繁殖できる｡

高坂法は枝を自由に曲げることができない時､適当な

長さの枝を選んで基部を還状に制度し､その部分が大体

中間になるように竹の皮かビニール､ポリェチレンなど



で包み､その中に水苔や畑土あるいはそれらを適当に混

合したものをつめて蒸気を持たせる｡ これも12ケ月で発

根するものもあるが1ヶ年以上かかるものもある｡ この

方法でクロトン､ザクロ､ツツジ､サルスベリなど相当

樹令の経たものでも繁殖することができる｡

盛土法は地際でぞく生する鞠 に対して､土壌を盛り

上げ､罷般後株分けのように繁殖する方法で簡単なもの

である｡ 一度春期新らしい芽が伸びる前に地上1ccm椛

で切断し､ 多数の芽が20cm位に伸びた暗に肥土を周囲

に盛り上げて発根させると比j陽E勺多pJ,lLの苗が得られる｡

クワ､ボケ､ツツジなどに行なわれる｡

板木などの場合でも柿物の清朝IUlに行うのかgr安で春

iu7新p-の5m:rlJ摘､5月Liri7')L適している｡ Ik木法では一度

に沢FIEの7LTを育成することはできなV,が､IJk敗がなく極

めてr/i仝な蝦姓法である｡挿木で紫赦できるものでも､

Lf吏木で虐生した大任でも発根するもの各稀庭蛸木に利鞘

でき､Jd庭用繁殖法である｡

4､挿 木 法

挿木L,k果樹､花1tr･の鞠 で尖仕法に次いで巌も広く用

vlられる孤木繁赦法である｡挿木をする切創こu挿木場

所､m土､帖,tfJl､拝はD選択､挿木のJj駅等が必要な問

題となる｡

1､1苗木場所 :挿[)この環職 ヨ挿木C/)発鵬に大きな影響を

ijえるものであるO挿木の数jl主により､また罷椴の良否

により休挿､'托挿,劇挿に分けられる｡

]̂J挿 よさらに 温I)三や給い三を)ljいる切合と 虹挿とがあ

る｡iE!lJ木や徐脈ま挿木後の管用がよく行なわれるから､

比執獅如JrJな草性植物や集約管雌を必-%rTとする植物を多

数繁殖するためにfnいられる.沖札では冬期間でも大底

冷床で間に介うものである｡玲凧よ汚温巾L2m長さ36

mの梶を､前Jj20cm､後)I-30-40cmにし､ビ--ルか

ポ1)エチレン障子を鮭うて温度､湿度を調節する｡この

梶の候部は必ず排水用の穴を設けるべきである｡

冨地で行うr木挿 よ管用.上から播種IRと殆んと等しく､

床巾1m内外にして知冊形で造る場合が多い｡ 地下水位

の高い所では､地面より雅称高く.設け､乾燥し琴い+地

では地面と同じか､雅 子)昨日に.-.J'lける

粁拝は軟さ8-1rcrn､巾､0-JIFcm､Tiさ60-9Pcm位

の段い箱を堆解し､その床は排水を良くする7=めに硬板

に5mm位を間断を2､3ヶ所設け､ 挿木同士を入れて挿

木するO釧挿lよとくに′トtf校のiil･合に行なわれ､平気の

流通をよくするために素焼鉱かMv,られる､拙さ8cm

で､大きさ 25-3Ccmの円形また;J:方形のものが便利で

ある｡

2､挿木用土:挿木に桶いるl二壊.土､排水よく､慌ukL

やすい有陣笠質を含むことなく､保水力かあることか必闇

である｡ この点から､丸みを忠ひていない川砂か適当で

あるが､近年輸入されうノミーライトやバミキ-ライトと

いう物'ffはとくに優れたu-榊であ/Jo吏た水井も川V'ら

れるO川砂を刑いるhi･L'Tでよ放血などで必く負'l;圧し､早

く乾燥するのを防ぐようにする｡

3､挿木時間:挿木の適期は植物の種凝､生育状態によ

って=艶なる｡草本類や:i.Fl年発育する木4二植物は殆んと晒

期を選ぶ ことなく雀牌するoJli7線性木本のものは､多く

梅雨itJIが過し､落樹生木本のもの:よ､冬lgf落虹技枝を切

り取って貯成し､春雅邦i挿 トする似合と春に枝を切り

取 って匿扱挿す磯合かある｡また春34':がfL育し､触こf:1期

で一時に行う場合かあるO

ある絹物の活動,ttRのr偏7J-､とくに肝臓養分を茎に充分

貯えている時を選び､組織の硬軟によっで†朋rrすべきで

ある｡また挿木の熱度によって本人茎 (イ州(港)､冊二木

茎､収茎等に分けられ､植物の横根により適否75:ある｡

4､捕穂の選択と調製 :挿木に使別する部分はiYrJ滋養/)I

を多く若桜した充実した枝を用いることかと､要である｡

一般に草性植物は発育した茎の先端,.がよく､茎か硬化し

た部分は発根が不良である｡すなわち茎を折りまげて､

ポキ-/と折れる部分までが良く､ねじれるような部分.は､

やや固すぎる状態にある｡ このような軟茎は水湿力多V,

場所や窒素肥料に偏する場所､日照の良くあたらなV,場

所で栽培されたのは不良で､枯木後しおれるのが多vlo

軟茎を天挿､すなわち先瑞を挿木する場合は､長さ5-7
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cmに節の下で南角に鋭利な刃物で切断する｡ 節間から

でもよく発根する植物は節の上部から切断しても託し支

えはなV.｡井は挿木休に揃される部分､つまり下半分を

除去し､上部の難は挿木後､しおれなV,ように充分滞度

をlh放 せることができれば切断しない方がよいが､普通

の訂拝など設備がととの ってなV,場合には､萎れること

7')多いから､RJ:の先端1/2-1/3を切断するo唯はなる

べ く多V'万力抵物体中の柄物ホルモンの絹の多 く､よく

発根し､所新得の/1三石も早い｡

落雅樹は一般に冬期叶.前年中に4:A.育した板が川いられ
るが､ザクロ､サルスペ ソなど､古枝からでも発根する

ものは 2.3年生の枝も用いられるまた新茎が一時生長を

停止した暗､梅雨挿､秋拝も行なわれる｡

lip.1緑樹は春期1､新芽か柄発に4:I.長を始めるFf.前に立て

も行なわれるが､多 くは新村の生育が一陣停止し､次期

の生長を開始しない内が適当である｡

挿穂の長さは種類､挿木法などにより異なるのがよい

がバンジpウ､ザクロ､-クチョウ､ゲ､シダレヤナギ

などの部分からでも発根するものは､切断部によって発

根に若紫.はなく､一帖に多く=Yf#lIする場合には節のIfil''
から切断されるO (友 寄 長 重)

仙こ本誌1962iF12月-3(No.85)でウイルスの定題と

大きさ､ブ伊状などについて閏判こ糾介致 しましたが,今

luHよウイルス痛J)病徴とrL灘 ノj一株などについて泌 三､.ノ

イルス病診断の--LH]よしたV,,,

1.病 徴

植物ウイルス柄J)航徴 よ気象条件､肥料条件､品種TJ

よびウイルスの系統などによって射 ヒがある｡また-一つ

の植物に異な ったウイルスの感染によっても数似の梗状

をfiiわすので病Sr之のみによる診断はかなりrJq好である｡

しかしウイルス蝋よ特有な病'班を呈するので､iLT.1熟す)1.

は)Jg:胤 こよるウイルス病の診断は必ら-fLもr]､欄Eではな

い.∴/̂こにウイルス病の干な病徴をJ二ける｡

1.モザイク症耳犬

モザイク柾状はウイルス病の中でもっとも多い病徴で､

tV壬､ときに事､まれに果つさの緑色がlir'分的に槌禄して濃

紺ヒ (膨れ 卜.る)とi'6:-緑色～J7年色の部分と机入りTTLAlて

､すなわち地rXl状のljF紋となるOモザイクは購 読色～英

Trl.の条裸､''L.-J=令にL､'h'1となる黄17ト 緑色を完全に')JLつ

(6)

た白色､槌緑部が脈閃だけの脈間また葉脈遷化や脈辺濃

緑などがある｡

同 一柄物のモザイク病がt.L.tなった2種のウイルスがとrr-

動にまたは複fTL感fたする場合かあって､しかり溺牧も数

似するので､V,守れDウイルスにたるかはむ-揮 ､Lv,0

例えばウE)斯Dモザイク拭i-キウ)) モザイク ウイル

スによる場合とカポfヤ モザイク T')イルによるtll.[㌻

とがある｡また トマ トや タバコのモザイク病tl､キウリ

モザイク ウイルスとタバコ モザイク ウイルスによ

る喝合とがある｡卜77E科的物も2､3のウイ/レスによ

ることが細られて小吏す｡モザイク状は遊脚 勺な朗入り

や養分次乏症と区別しにくいが､多 くのモザイク鳳よ汁

液(L灘 が可能であるから､旭物に控秤することによって

早tE71にfjtJ;L'できろO-部のウイルス柄で.-i確定植物が決

まってV,る｡

(タ/ヾコのモザイク病､キウリのモザイク病､ トマト

のモザイク病)

21黄化 :植物J)-･ltlr,または乍t本がJt{72'する病徴で遊分

欠乏そU)他いろV,ろなILJL.;札 こよって削減rIなま調)こ力起 き


